「外傷初期診療における破傷風予防に関する研究」への参加のお願い
【本研究の目的】
　これまでの外傷治療における破傷風の予防は、予防接種歴や傷の程度によって治療する内容を決めていたのですが、予防接種歴を覚えている人がほとんどいないことや、傷の程度の判断が難しいことから、必ずしも的確な予防をできる訳ではありませんでした。更に、破傷風菌に対する抵抗力（破傷風抗体）を調べる検査もあるのですが、高価な上に結果が出るまで2週間程度かかってしまうので予防を行うには現実的ではありません。
　この研究ではTQS(Tetanus Quick Stick)という新しい検査キットを使う事によって、破傷風菌に対する抵抗力（破傷風抗体）がどの程度あるかを調べて予防に役立てようとしています。また、以前から行われていた抗体検査も併せて行うことで、新しい検査キットがどのくらい正確に判定できるのか？予防接種の効果はどれくらいあるのか？などを調べて、新しい破傷風予防の方法を確立しようという試みをします。
【方法】＊本研究は日本外傷学会臨床試験です。
　前向き観察研究（経過や検査結果をみていくだけという研究です。）
　この検査結果から治療方法が変更する事はありません。
　破傷風の予防接種歴や傷の程度、生年月日・出身地などを聞きます。
　血液検査をして破傷風抗体の有無を検査致します。
　結果：TQS（新しい検査キット）20分程度


以前から行われていた抗体検査　1ヶ月程度
　また、当院を受診してから1~2週間後に現在の状態(破傷風罹患の有無)を伺う安否確認の　

　連絡をさせて頂きますのでご了承下さい。

　約1ヶ月後、約6ヶ月～1年後の破傷風予防再接種の際に同様の検査を行う予定です。
　＊この検査にかかる費用は全て無料です。
【対象者】

　　来院された患者さんのうち、何らかの外傷がある方を対象としております。
【個人情報の保護】
　　使用した試料（血液）は検査後に全て廃棄します。また、保有する個人情報や検査に　

　関する情報は安全に管理しまして、個人を特定する形での第三者に公表することは絶対　

　に致しません。＊同意を撤回した場合、試料やデータは全て廃棄致します。
　　本研究に関するご質問・お問い合わせ事項がありましたら、お手数ですが下記まで
　ご連絡お願い致します。
＜研究内容に関するご質問・お問い合わせ先＞
国立国際医療研究センター病院
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